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　　　In　order　to　elueidate　the　mechanism　of　the　seleetive　suseeptibility　of　the　virus　to　the　host　tissue　eells，
experimen七s　were　made　on　virus　adsorbtion　by　tissue　cells　in　vitro，　using　vaccinia　virus　and　cell　suspensions
of　various　tissues　and　organs　from　rabbits．　The　virus　materi　als　were　added　to　each　e／ell　suspension　and
centrifuged　after　a　eertain　period　of　incubation　at　370C．　Eaeh　of　the　sediments　and　＄upernatants　was
estimated　for　the　virus　amount　therein　by　determing　the　eruption　titet　of　rabbits．
　　　Rabbi七erytrocytes　were　found　to　adsorb　the　virus　so　firmly，　regardless　of　the　kinds　of　suspending．
media，　that　almost　no　elution　of　the　virus　occurred　after　being　adsorbed　by　the　cells．　On　the　other　hand，
the　virus　ads6rption　by　lymphoeytes　as　well　as　monocytes　seems　to　be　significantly　dependent　on　the
kinds　bf　media；　namely　a　fairly　firm　adsorption　was　observed　only　in　a　Medium　consisting　of　Tyrode
solution　and　rabbit　serum．　This　is　probably　due　to　the　degeneration　of　the　’cells　which　occurred　rappidly
in　．such　medium　as　physiological　saline　of　Tyrode　sotution　alone．
　　　As　for　the　cells　of　various　organs　of　rabbits，　eells　from　the　liver，　spleen　and　kidney　adsorbed　the
virus　more　steadily　than　those　of　the　brain　and　testis．　lt　was　observed，　in　this　case，　that　an　addition　Qf
hyaluronidase　to　the　cell－virus　mixture　significantly　jnhibjted　the　virus　adsorbibion　bY　the　cells．　Thjs　is
considered　to　be　one　of七he　rea．sons　for　the　poor　adsorptioll　occurring　in　the　testicular　cells　suspentions．
　　　Moreover；　i　n　each　case　mentioned　above　in　thei　r　adsorbing　the　virus，　almost　no　difference　in　the　cells
was　observed，　regardless　whether　the　ce］ls　were　obtajned　from　normal　or　immune　rabbits．
　　　These　data　might　indicate　tba七the　binding　to　the　virus　to　the　host　tissue　cells　occurs　nonselectivelyl．
probably　mediated　by　the　mucopolysaeeharide　corting，　which　covers　the　surfaee　of　the　eells．　Furthermore，
it　is　hjghly　probable　that　the　selective　susceptibility　of　the　host　tissue　cells　to　virus　has　nothing　to　do
with　the　meehanism　by　which　the　virus　is　adsorbed　by　the　surface　of　the　cells．
緒 言
　　ウイルス感染によって引ぎ起される病変の多彩性はウイ
ルス自体の多様性一一ウイルス相互間の差異は細菌とウイ
ルス問のぞ．れよりも大きいとさえいわれるb一一から当然
予想されるところであるが，他方ウイルスはいずれも絶体
的．細胞内寄生体であるということから，他の細菌，原虫に
よって引き’起される病変と違った共通的な特徴を認めうる
ものである。即ちまず第1にウイルス．はその宿主細胞との
聞の相互関．係ないし相互作用によって一次的に宿主細胞の
壊死または増殖を結果するのであって，炎症性病変は欠除
し得．る。または存在しても二爽的な意昧しか持たないこ
とはRivers2）の．説くところである。この点に関して教室の
罰保教授：3）は間葉組織に親和性を有するウイルス．では炎．症
が一次性に成立し得ることを説いておられるが，いずれに
せよ細菌感染等とかなり違った病像が成立することは当然
といえよう。
　第2の問題はウイルスの向性tropismないし細胞親禾口
性であって，ウイルスは或は神経組織に，或は皮膚に，或
は肺に親和性を有し，さらに10upingillウィルスの如く
小脳Purkinje細胞に1｛寺別な親和性を示すものから，広く
上皮，閲葉組織の各種の細胞に親和性を有するpantrop
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のものまで各種各様で，ウイルス病変の多彩性は主として
各ウイルスの向性の違いに由来すると考えられているので
ある。
　そこでウイルス感染の機序を考察してみる．と，寄生体内
に侵入したウイルスは何等かの経路を経て，そのウイルス
に固有の感受性細胞に達し，まず細胞表面に結合し，次い
で細胞膜を通過して原形質内或はさらに棲内に侵入し，こ
こで宿主細胞の物質代謝機購を利用して増殖し，増殖性な
いし壊死性の細胞病変を惹起するもので，この際ウイルス
の細胞内侵入の機構の解明はウイルスの向性ということに
も関連し，重要な意義を有するものと考えられる。
　この点に関して従来各種のbaeteriOPhageの研究があ
り4），また動物性ウイルスについてもPVM　lnfluenzaウ
ィルス等についての研究が多くなされているO「）｝7）。著者は
教室におけるウイルス性病変の組織発生に関する研究の一
環として，この問題にたずさわったのであるが，実験にあ
たってウイルスと宿主細胞の関係を出来るだけ純粋な形で
観察するために，動物の臓器細胞，血液細胞等を浮遊液の
形で取り扱い，これにウイルスを感染させて細胞とウイル
スの結合を観察し，；突いでin　viVO，　in　vitroに感染させ
た細胞を培養してウイルスの増殖を時間的に定量的に観察
した。また同時に免疫動物の組織細胞につい．ても検討し，
ウイルス免疫の細胞説に対する参考に資することを意図し
た。
　ウイルスは牛痘ウィルスを使用したが，これは家兎との
組合せでは，皮膚に向性を示すとともにRESにもかなり
の親和性を有し，また一方内臓でも睾丸に著明な向性をも
つているので，局所感染，「全身蔓延，親和匪組織への定着
の関係を検討するのに適当であると認めたからである。』
A．正常家兎の血液細胞及び臓器に
　　対する牛痘ウイルスの吸着
　由1液細胞は単細胞性浮遊液が得易く，ウイルスー細胞の
結合の基礎実験として適当した材料と考えられる。事実
Infiuenza　virus一赤血球の組合せによる実験は，　phage一
細菌の実験と並んで，特に．ウイルスー細胞関係の第一相，
即ちウイルスの細胞表面への吸着についての基本的な問題
を提供している。
同異材料及び方法
　a）実験動物：すべて家兎を使用した。特に重田8），岡
谷S））の指摘，及び著者の経験から有色家兎の使用は避け，
すづて白色在来種の体重2ないし3kgの成熟家兎を用い，
且つなるべく雄性家兎を使用した。
　b）各種細胞浄遊液の作製：実験に使用した細胞は赤
血球，リンパ球，単球，肝，脾，腎，睾九及び脳でこれ等
の細胞浮遊液は弐の如く作製した。
　i）赤1血球浮遊液：予め3．8％クエン酸ソーダ。．3ccを
入れた注射筒により家兎の心臓穿刺を行なって1血液7ccを
とり，これを2，000　r．p．m　10分遠沈し上清及び沈渣の最上
層に生じた：白血球層を除き，赤血球沈澄は滅菌生理的食塩
水で1回洗署して全量を21ccまで生塩水をhnえte。第2
笑験では生塩水の代りに滅菌Tyrode液（pH　7．2～7．6）に
浮遊せしめた。
　ii）　リンパ球浮遊液：生塩水灌流を行った後，無菌
的に腹腔を開いて二等膜リンパ節（全：冠2～4g）をとり出
し，これを細切して生塩水10ccを加えて軽くwaring
blenderで処理し，これを滅菌ガーゼで濾過し，1回生塩
水で洗際後生塩水に再浮遊した。この操作では後述の如く
リンパ球の人工的破壊が強く，且つ変性崩壊が早期に現わ
れるので，第2実験では次のような戸戸を加えた。即ちリ
ンパ節をTyrode液に浸しながら細切し，・これ等を滅菌ガ
ーゼで濾過して1回Tyrode液で洗諜した後Tyrode液に
再浮遊した。このような操作で細胞の人工的破壊及び早期
の変1［生は，かなり軽度となった。第3笑験の際はmedium
を第II編で述べる組織培養に使用したmediumと同一の
もの，即ちTyrode液3，正常家兎非仇化血清1の混合液
を使用し，またリンパ節は組織培養と同p方法でTyrode
液に浸しながら，1mm大概はさらに小さく細切し，これ
をメスで軽く押し潰して滅菌ガーゼで濾過し，これを1回
Tyrode液で洗源後上記の」血清加Tyrode液に再浮遊し
た。
　iii）単球浮遊液：家兎の腹腔内に滅菌した流動パラフ
ィン60～80ccを注入し10），48時間後無菌的に腹腔を開き’，
予め3．8％クエン酸ソーダを混じ37℃に加温せる生塩水で
腹腔内を洗罪し，この腸液を流動パラフィンとともに集め
て試験管にとり，瀞降して涜動パラフィン層を除いた後，
1，000　r．p．m　10分遠沈し，細胞沈澄を1回洗瀞後生塩水に
再浮遊した。この場合もリンパ球の際と同様生塩水浮遊で
は細胞の変性が早期に現われるので，第2実験ではすべて
Tyrode液を使用し，第3実験ではTyrode液で腹を洗｝召
して集めた細胞は」血清加Tryode液に再浮遊させた。
　iv）各臓器細胞浮遊液：正常家兎の肝，脾，腎，脳及
び睾丸を，第1実験では1g宛をそれぞれ無菌的に取出し，
これを生塩水で5倍の浮遊液として細胞の破壊を最少限度
に止めるよう，軽くblender処理し，細胞は1回洗1課し
て破壌産物を除き生塩水に再浮遊した。しかしこの方法で
は各臓器に含まれる赤IM球の影響が考えられ，且つ細胞の
人工的破壊が高度であるため，第2実験からは次の如き方
法を用いた。
　即ち家兎の頸静脈を露出し，一方の断端（体側）より注入
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器を挿入し他方の断端を開放して，体温に暖めた滅菌生塩
水を注入し，他方の断端より流出する血液が殆ど水様にな
るまで灌流！1）を行った。弐に腹腔を開いて上述と．同様な要
領で各臓器をとり出したが，肉眼的に全く血液は認められ
なかった。
　これ等諸臓器片は組織培養と同様な方法でTyrode液に
浸しながら1mm大口はさらに細切し，軽く押し潰して
Tyrode液とともに滅菌ガーゼで濾過し，1，000　r．p．m　10分
遠沈，細胞沈渣はTyrode液で1回洗予後Tyrode液に再
浮遊した。この方法では細胞の人工的破壊は憎く軽度であ
り，且つ単一細胞の浮液が得られ，その細胞数も多量であ
った。ただ脳及び睾丸では他臓器に比し単一細胞の浮遊液
を作製するに困難であり且つ細胞数も少なかった。
　第3実験ではmediumは血液細胞の実験と同様Tyrode
液の代りに血清加Tyrode液に細胞を浮遊させた。
　c）使用ウイルス：本実験には専ら北大陵学部細菌学
教室より分与を受け，数年問教室で継代保存された牛痘家
兎睾丸苗似下EI・V．と略す）使用した。その家兎皮膚にお
ける最少発痘量（M．E．D．）は1び／02ccまたは以上であっ
た。
　d）ウイルス量の測定ニウイルス量は専ら家兎の皮慮
における発痘試験により測定した。即ちGrothi2）氏法に
準じて，丁丁材料の生塩水による階段稀釈液を作り，その
各0．1～0．2ccを予め下毛した家兎背部皮膚に皮内注射し
た。判定は注射後5～71日目行い，発痘を示す最終稀釈度
を以って最：畔引痘量を表わした。
　なお必要に応じ2，5倍の交互漸減稀釈をも行った。
　e）血液細胞に対する吸着：赤血球，リンパ球及び単球
各細胞の生塩水（第1実験），Tyrode液（第2実験）及び血
清加Tyrode液（第3実験）浮遊液の2．7　cc宛をそれぞれ
7本の小試験管に分注した。これに10G　M．ED．／0．2　ccの睾
丸苗を10－2～10－4稀釈したもの，即ち104，103及び10t
M．E，D．のH，V．0．3　ccを添加して良く混じた後密栓して
37℃の騨卵器内に入れ，ウイルスを吸着せしめた。ウイル
ス添加後30分及び1時間目からは1時間毎に6時間目ま
で，　また第1及び第2実験ではさらに12，18，24時置目
まで各時間毎に，上記の小試験管を1本宛とり出し，1，000
r．p．m　10分遠沈して上清と細胞沈渣とに分離し，細胞沈下
は第1実験では，生理的食塩水で，第2，第3実験では
Tyrode液でそれぞれ1回洗糠，遠沈した後生塩水（第1
実験）及びTyrode液（第2，3実験）で再浮遊し，これ等
上清，細胞沈渣及び細胞洗灘液を，凍結融解3回行った後，
発痘試験によりそれぞれのウィルス量を測定した。なお実
験中時間の経過とともに細胞の沈澱を興ずるので，30分～
1時間毎に軽く振磁して細胞を浮遊させた。
　f）各臓器細胞に対するウイルスの吸着：各臓器細胞の
生塩水（第1実験）及びTyrode液（第2実験）浮遊液4cc
宛を小試験管にとり，これにhγalouronidaSe（持田製薬の
スプラーゼ，以下H．D．と略す）2，000　v．u．m／1　cc　O．5　ccを
混和して370Cで30分聞H．D。を作用させ，亥いで104
M．E．DのH．V　O．5　cc添加し，370Cで30分間ウイルスを
吸着させた。弐いで上記のH．D．の代りに滅菌生塩水を添
加した対照例とともに2，000r．p．m　10分間遠沈し，沈溶は
1回洗1條後生塩水，Tyrode液にそれぞれ再浮遊し，・凍結
融解3回行なつた後発痘試験によりウイルス量を測定し
た。
　次に血清加Tyrode液による各臓器細胞浮遊液について
は（第3実験），それぞれ2．7cc宛を小試験管に分注し，こ
れにH．V．　10「i　M．E．D．のIO一’：s，10一望稀釈のものを0．3cc宛
添加して，37℃の騨月内で30分～1学閥ウィルスを吸着
せしめた後，前実験同様上清と細胞沈浴のウィスル量を測
定した。
実験成績
　1．血液細胞に対する牛痘ウイルスの吸着
　　1）赤血球に対する吸着
　第1実験：10：1　M．E．D．／0．2　ccのウィルスを添加吸着＝さ
せた場合には，ウイルスの吸着は24時間までほぼ一一・様に
認められたが，上清においてもかなりの量のウイルスが認
められ，さらにこれは6時間目より増加し，特に12時間
以後では細胞渣沈のウイルス量と同程度，或はそれより増
加した。
　添加ウィルス量を10’i　M．E．Dとした場合のウィルスの吸
着も一様に認められたが，その上浩においても相当量のウ
ィルスが証明され，殊に1，3及び5時聞目では，その上
清にも沈溶と同程度のウイルスが認められ，一般に前例に
比し細胞沈渣のウイルス量には大差を認めないが，上清の
ウィルス量が増加した。
　第2実験：添加ウイルス量を103　M．E．D．として吸着さ
せ6時間目及び24時間目まで観察した（第1図）。　ウイル
スの吸着は24時聞昌まで全く一様に認められ，時間的な
変動は見られなかった。　しかし上清では4～5時聞目より
ウィルス量が漸家増加して来る。この実験の場合にも上清
にも多量のウイルスを認め，実験初期の吸着良好な2，3
時四目でも細胞沈踏と同程度のウイルスを認める例もあっ
た。
　しかるにウイルス量を102M，E．D．とした場合には，　ウ
イルスの吸着は6時開Hまで時間的な変動を認めず，上清
におけるウイルス量は前述の威績に比し著しく低下し，殊
に30分より3時開門までは91～80％の細胞への吸着を示
した。4時間目より上清のウイルス量は増加したが，いず
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れも細胞沈渣より低い値であった。
　　2）リンパ球に対する吸着　　　　　　　　　「
第1実験（生塩水浮遊〉；添加ウイルスは10！～，104M・ED・
のものと吸藩させたが，いずれの例においてもウイルスの
吸着は認められず，僅に30分，2及び3時間目に少量のウ
イルスが細胞沈芒杳に認められた程度で，添加した：ウィルス
の殆どは上清及び細胞洗糠液に現われた。
　第2実験；10：i　M．E．D。のウイルスを吸着せしめた例で
は（第2図，A），ウイルスの吸着は6時間目まで認められ
たが，その吸着は30分及び1時閥目が最も著明で50～60
％であった。しかし2時聞目以後では細胞沈謄のウイル
ス量はさらに滅少し，逆に上清のウイルス量は増加して5
～6時間目では特にその差は大となった。またこの際細胞
洗際液にウイルスは認められなかった。
　第3実験：10：i　M．E．D．のウィルス添加では（ng　2図，　B），
ウイルスの吸着は4時間目まで認められたが，5時閻目以
後では細胞沈浴にはウイルスは証明されず，上清にウイル
ス量が増加した。この場合もウィルスの吸着は1時聞目ま
で良好で54～62％であったが，2時台目以後は減少し，上
清のウイルス量が増加してi氣る。茨に102M．E．D・のウイ
ルスを添加吸着させた場合には（第2図，C），リンパ球の
ウィルス吸着は最も明瞭に認められ，30分，1時間では殆
ど90％に達し，5時間目まで上清より細胞沈渣に多くの
ウィルス量が認められた。しかしこの場合もウイルスの強
い吸着は2時間目（83％）までで，4時閲以後では細胞洗蘇
液にもウイルスが証明された。
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第2図　　リンパ球に対する牛痘ウイルスの吸着
A．Tyrode液浮游
　　　　　　添加ウイルス：103　M．E．D．102　cc
　B．血清加Tyrode液浮游
　　　　　　添加ウイルス：10：3　M．E．DL／0。2　cc
　C．血清加T∫rode液浮瀞
　　　　　　添加ウイルス：IO2　M，E．D．／O．2　cc
　●　沈液中のウイルス　○上清中のウイルス
　　3）単球に対する吸着
　第1実験：ウィルス10：i　M．E．D．を添加した場合には，
その吸着は弱く，30分及び2時間目のものに50～60％の
ウィルス吸着が認められただけであった。1伊M且nのウ
4ルスを吸着させた実験でも，30分及び1時聞目までウィ
ルスの吸着が認められたが，2時聞目からは急激に減少を
示した。上清では1時聞で既に多量のウィルスが現われて
おり，また3，5及び6時問目の細胞洗諜液にもウイルス
が証明された。
　第2実験（第3図，A）：添加ウイルスは103確．ED，の
ものを使用した。ウイルスの吸着は12時閻目まで認めら
れたが，その程度は2時聞目まで著明で50～60％前後で
あったが，3声問目からは急激に減少し，上清のウイルス
量の増加が認められた。特に12時間目以後は細胞三聖に
はウイルスは証明されなかった。
　第3実験（第；3図，B）＝　ウイルス103　M．E，D．を添加吸
着させた実験ではその吸着は3時間目まで50～60％に認
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められたが，4時引目からは急激に減少し，逆に上清にお
けるウイルス量が増加し，特に6時聞以後では細胞沈渣に
ウイルスは証明されなかった。
　衣に．102M．E．D：のウィルスを添加させた実験では（第3
図，C），ウイルスの吸着は3時二目まで66～75％に認め
られたが，4時間目より急激に減少して5時聞目以後にお
いては細胞沈渣にはウイルスは証明されず，しかも3，5
及び6時間目の細胞洗二子にもウイルスが証明された。
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あるが，H．D．を添加すると1；10となり，細胞沈1査のウイ
ルスは著しく減少し，上清のウイルス量が増加した。
　腎：細胞三園と上清のウイルス量の比は5：1であるが，
H．D．添加により両者」の比は1二1となり，細胞沈溶のウイ
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第4図　　各臓器細胞に対する牛痘
　　ウイルスの吸着生塩水浮游
添加ウィルス：103　M．E．D．／0．2　cc
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　2．各臓器細胞に対するウイルスの吸着
第1実験（生塩水三三・実験動物の生塩水灌流を行わ
ず，ウィルス103　M．E．D．を吸着せしめた。同時に吸善に
対するH．D．の作用も検討し，且つこれ等に対する比較の
意味で，前述した1血液細胞中，ウイルスの最も良い吸着を
示した赤血球或はリンパ球をもともに実験に供した（第4
図）。
　肝二細胞沈澄と上清とのウイルス量を比較すると5：1
で明かにウわ以の吸着が認められたカ：・HD・を添加す
るとこの比は逆となり，細胞沈渣より上満のウィルス量が
増加した。
　脾：細胞沈沿と上清のウKルス量を比較すると2：1で
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第5図　臓器細胞に対する牛痘ウイルス
　　　の吸着血液灌流後生塩水浮游
　　添加ウ・fルスニ103　M．E．D．／0．2　cc
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ルス量は減少する。
　睾丸：細胞沈溶と上清のウイルス量の比は1：1である
が，H．D．添加により1：10となった。
　脳：細胞沈渣と上沈渣と上清のウィルス量は1＝2であ
るが，H．D．添加により1：10となった。
　赤血球：細胞沈濟と上清のウィルス量の比は10：1で
あるが，これがH．D，を添加することにより1二10となり，
ウイルスの吸着は著しく減少を示した。
　以上の実験では各臓器に含まれる赤血球の影響が考えら
れたので，弐に動物の生塩水灌流を施して同様な実験を行
った（第5図）。
　肝，脾，腎及び脳ではウイルスの吸着は，前実験の場合．
よりやや低下し，上清とのウイルス量が同程度を示し，こ
れがH．D．を作用させることにより，前実験と同様ウイル
スの細胞に対する吸着は抑制され，いずれも上清にウイル
ス量の増加を認めた。睾丸においては対照及びH．D。添加
例ともウイルスの吸着は弱く，いずれもその上清に多くの
ウイルスを証明した。
　第2i爽験（Tyrode液浮遊）：添加ウイルスは103　M．E．D．
とした。
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　　第6図　各臓器細胞に対する牛痘ウイルスの
　　　　　吸着血液灌流後Tyrode・液浮游
　　　　添力11ウイルス：103　M．ED．／0．2　cc
　肝では細胞沈渣と上清のウイルス量は2：1であったが，
これにH．D．を作用させることによりその比は1：2となり
ウイルスの吸着が抑制された。
　脾，腎及び脳では細胞沈渣と上清のウイノレス量は同程度
で1：1を示したが，これにH，D．を作用させるとやはりウ
イルス吸着の抑制作用が認められ，いずれも上清にウイル
ス：量が増力口した。
　睾丸では前実験と同様ウイルスの吸着は弱く，細胞沈渣
と上清のウィルス量は1：5であるが，H。D．を作用させる
とさらに1：10となった。
　第3実験（血清加Tyrode液浮遊）1前述までの実験よ
り細胞の浮遊条件をさらに．良好ならしめ，且つ細胞沈渣と
上清のウィルス量との差をさらに詳しく観察するため稀釈
段階を細かく行なった。添加ウィルス103M．E．D．を吸着
させた場合には（第7図，A），睾：丸以外はすべて細胞沈溢
にウィルス量が多く，61～80％にウィルスの吸着が認めら
れた。
　次に添加ウィルス10’］　M．E．D．のものを使用した実験で
は（第7図，B），やはり睾丸以外はすべて良好なウイルス
吸着＝が認められ66～85％に吸着を認めた。
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第7図　各臓器細胞に対する牛痘ウィルスの
　　　　吸着血清加Tyrode液浮游
A．　添加ウイルス
B．　添加ウイルス
：　lo3　ME．D．／O，2　ec
：　lo2　ME．DVO．2　cc
　3．各細胞輝遊液の細胞学的観察
　各細胞に対するウィルスの吸着はその細胞の浮遊状態，
特に変性と密接な関係があると考えられ，上述の実験と平
行して各細胞浮遊液につき’，塗抹標本によるギームザ染色，
中性赤ヤーヌス繰による超生体染色，及びリンパ球では
t，rypan　blue染色［s）を行ってその変性の程度を観察し，
さらに単球では墾粒貧喰能試験M）及び位相差顕微鏡によ
るアメーバー運動を観察した。
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　i）赤血球：midiumとして生塩水を使用した場合と
Tyrode液使用の場合とでは，赤血球像には殆ど差は認め
られなかった。浮遊液を370Cにincubate後24時問を経
ても，赤血球には著変は認められなかった。
　ii）リンパ球：浮遊液として生塩：水を使用し，且つブ
レンダー処理を行ったものでは，ギームザ染色上，細胞浮
遊液作製の直後において既に大半のリンパ球に崩壊像が見
られ，細胞の形態及び輪郭の不鮮明なもの，及び襯i劾こ見
られる。また細胞浮遊液を37℃にincubation後の時端
的な観察では，上記の破壊をまぬがれたリンパ球でも3
時間目からは，榎の濃縮化が著明となり，また細胞の形態
も不鮮明となり，変性像が現われて来る。これがさらva　5
～6時丁目になると，殆どのリンパ球は崩壊して細胞の形
態を留めるものは極少数となり，細胞遺残物が殆どを占め
た。
　次にmediumとしてTyrode液を使用し，メスによる
細切後ガーゼ濾過を行った場合には，その作製直後にお
いてはリンパ球の破壊像は殆ど認められず，また時問的な
観察においても生塩水を使用した場合と比較して，変性に
到るまでの時潮は延長し，変性を来すリンパ球類も少数と
なる。しかし6時問目に到るとやはり多数の変性崩壊に陥
ったリンパ球が認められ，超生体染色によって中性赤に淡
染するものも見られた。またmediumとして血清加
Tyrode液を使用した場合には，変性までの時間及びその
程度においてはTyrode液浮遊の場合と大差は認められな
かった。
　さらにtrypan　blue染色法により青染リンパ球のパ一坐
トンを求めてみた。対照としてウィルスを添加しないリン
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パ球浮遊液についても同時に観察を行った。表の如く時間
とともにリンパ球の変性が進行することが分るが，対照と
比較して大差は認められなかった。このことは既述の観察
例においても同様であった。
　また浮遊液におけるリンパ戸数の測定では，Thoma血
球算定板により健常と思われるリンパ球のみを算定したの
であるが，全区劃中各例を通じて112～257箇の範囲にあ
った。
　iii）単球：生塩水に浮遊した例では，塗抹ギームザ標
本によると，浮遊液作製後2時問目までは著変を見ないが，
3時回目に到ると原形質及び形態が不鮮明となり，さらに
時間の進行とともに細胞の萎縮，棲の濃縮が見られ，6時
射目では健常な細胞は極少数となる。中性赤ヤーヌス繰に
よる超生体染色では，2時間目まで中性赤剥粒の摂取が見
られるが，5～6時間目では中性糊並をとる細胞は少数と
なり，且つ顯粒を形成するまでの時間が著しく延長する。
この場合の墨粒負：割印試験は1時聞目まで僅に認められ，
細胞の辺縁部に極く微細頴粒状に摂取するのが見られた。
また加温装置による位相差顕微鏡での観察ではアメーバー
運動は認められなかった。
　次にTyrode液及び血清加Tyrode液をmediumとし
た場合にはt生塩水を使用した例に比し浮遊単球の細胞変
性までの臨幸は明かに．延長した。即ち超生体染色による観
察では，中性赤のとり方は特IC　3時間目まで活磯であり，
その顯粒の形成も種々な形のものが見られ，これを形態学
的に分類してみると，血液単球の如く境界の比較的鮮期な
中性蟷螂粒が花冠状に限局して存在するものから，これよ
りやや大型でその胞体が2～4倍に達し，中性穎粒は大小
様々に胞体内に不規則に分散し，その色調も赤褐色を呈す
る類単球も見られ，また胞体は血液単球の4倍位で核は偏
在し，その短桿状の陥凹部は鈍でこの部に極めて微細な恰
も融合したような優性赤穎粒が限局して存在する類上皮細
胞型，さらに胞体が血液単球の2／3大で緩が胞体の大部分
を占め，その鋭い榎陥凹部には極めて微細で境界不明瞭な
中性赤手粒群と少量に限局して有する小型単球に到るまで
の種々な形態の単球が見られた。このような単球の中性赤
の摂取は5時紅土より弱まり，6時間目では中性赤の色調
もやや淡く，且つ帯色するまでの時問も延長して来る。ま．
た予め載物硝子に作製した墨汁膜による早喰能の観察では
3時書目まで微細顯粒状に摂坂するのが認められたが，そ
れ以後では明瞭でなかった。
　次に370C恒温髪郭内での位相差顕微鏡によるアメーーバ
ー運動の観察では，4時間目まで活濃に見られ，単球内部
顯粒の盛んな運動とともに，30秒ないし1分の間隔で偽足
の出没が活磯に行われ，10～15分の聞隔では場所の移動が
明かに認められた。このような単球の運動は5時問目より
弐第に緩漫となり，6時間目では偽足の出足の出現は不明
瞭となるが，単球内部穎粒の運動はなお活濃に見られた。
　またギームザ染色により単球浮遊液の細胞の％を求めて
みたが，52～64％に単球が得られ，他はりンパ球22～32
％，好中球4～26％の範囲にあり，単球が大半を占めてい
た。また浮遊液の細胞数はThoma血球算定板でその全区
劃中81～96箇であった。
　iv）各臓器細胞浮遊液の観察：塗抹脚本ギームザ染色
により細胞観察を行ったが，第1実験では，細胞の破壊が
強く且つ単一に迩離せる細胞が少く，数箇～10数箇に細胞
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塊をなしているものが多い。また赤血球の混在も相当数に
見られ，特に肝，脾，腎に多く見られた。第2，3実験で
は，細胞の人工的破壊は少く，また細胞が単一の状態でし
かもその数も多い浮遊液が得られた。ただ脳及び睾丸では
このような単一細胞の浮遊液を作るには困難であった。ま
た各臓器細胞浮遊液の細胞数の算定では，Thoma血球算
定板の全区劃中，肝では125～234，脾では170～203，腎
では74～122，睾丸34～42，脳では48～57箇で睾丸及び
脳の細胞数は常に最も少なかった。
B．牛痘冤疫家兎の血液細胞及び臓器
　細胞に対する牛痘ウイルスの吸着
実験材料及び方法．
　a）牛痘免疫家兎：牛痘家兎睾丸苗106／O．2　ccのものを
1．Occ白色正常家兎の耳静脈より1週問毎に，3回反復注
射して1箇月後に免疫家兎として使用した。同時に血清に
よる赤血球凝集抑制試験及び申和試験を行い，その抗体価
を測定したが，その赤血球凝集抑制価は，256～2048であ
り，中和抗体価はIO（s’v　10Tであった。
　b）各細胞浮遊液の作製
　i）血液細胞浮遊液：赤血球，リヒパ球及び単球の各
浮遊液は正常家兎の実験と全く同じ方法で作製したが，リ
ンパ球は専ら細切後ガーゼ濾過法によった。本実験におい
ては細胞に附着せる抗体の影響が考えられたので，これを
除去するために細胞は3回Tyrode液で洗濫した後，血清
加Tyrode液に再浮遊させた。ただ赤血球は血清を加える
ことにより，たまたま面輪を示す場合があり，且つ他の細
胞の如く変性崩壊を示さないので，赤血球のみは全て
Tyrode液に浮遊させた。またこれ等細胞の3回の洗面液
について，抗体の除去の程度をそれぞれ申和試験を行って
測定した。
　ii＞各臓器細胞浮遊液の作製1実験に使用した臓器は
正常家兎の場合と同様である。即ち免疫家兎の生塩水灌流
を行った後，肝，脾，腎，脳及び睾丸のそれぞれ約1g宛
をとり，これ等を細切した後ガーゼ濾過を行い，さらに
Tyrode液で3回洗際した後，血清加Tyrode液に浮遊さ
せた。
　c）申和試験：距：田氏第1法8）に準iじた。即ちH．V．の
連続稀釈の’各々に無稀釈被検」血清（56℃30分非切化）また
は免疫細胞飛跡液を等量宛混じ，37QC　2時間，氷室内22
時間静置後家兎背部皮内注射による発痘試験により，抑制
しただけの発痘量を以って被検液の中和抗体価をあらわし
た。
　d）赤Jfit球凝集抑制試験：］．1田等1のの方法に準じて行
った。即ち抗血清の2倍階段稀釈液各0．25ccに，8凝集単
位を含む抗原：稀釈液0．25cc宛を分注混和し，37。C　30分放
置後0．25％鶏赤血球浮遊液0．5cc宛を力口え振盈混和した。
以上の操作後2時間静置した後反応を判定した。
　e）吸着方法：正常家兎の場合と全く同様である。た
だこの実験では，殆どすべて血清加Tyrode液をmedium
とし，ウイルスの釈稀段階を小さくした。添加ウイルス：量
は各成績の項にしるした。
実験成績
　1．血液細胞に対する吸着
　1）赤血球：ウィルスの103M．E．D．のものを添加した
場合には，ウィルスの吸着は6時間目まで時聞的に大差を
認めず一様に吸着している。ただ4時間目ではやや低下し
ているが，いずれも上清より細胞沈渣に多くのウィ．ルスが
証明された（第8図，A）。
　添加ウィルス量：を102M．E。D．とした場合にはウ・fルス
の吸着はさらに明瞭となり，細胞沈渣及び上清のウィルス
量は6時間目まで一様な値を示し，しかも細胞へのウイル
ス吸着は83～85％を示した。A，　B図を比較してみると細
胞沈濟のウイルス量に大差は認めないが，B図においては
上清のウイルス量が著明に減少して恥る。このことは正常
実験におけると同様である。
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第8図　牛痘免疫家兎赤血球に対する牛痘
　　　ウイルスの吸着Tyrode液浮游
　A．　添加ウイルス：lo：l　M．E．D，／0．2　cc
　B．　添加ウイルス：102M．E工）．／0．2　cc
　この実験における細胞洗聴取にはいずれもウィルスは証
明されず，正常細胞についての実験と同様であった。
　2）リンパ球；103　M．E．D．のウィルスを添加した場合
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には，ウィルスの吸着は6時間目まで殆ど一様に認められ，
5時閥目においても細胞沈渣になお多・くのウイルスが証明
された。しかし6時聞目に到ると細胞沈溶よりも上清に多
くのウイルスがあらわれて来る（第9図，A）。
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第9図　牛痘免疫兎リンパ球に対する牛痘
　ウイルスの吸着血清加Tyrode液浮游
　A．添加ウイルス：103　M．E．D．／0．2　cc
　B．添加ウイルス：102　M．E．D．／0．2　cc
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　ウィルス102M．E，D．を添加した場合にはウイルスの吸
着＝は4時問目まで75％の吸着＝率を示した。5時二目より
その低下を示したが，6時丁目に到って上清のウイルス量
が増加し，ll一つ丁丁丁丁液にもウイルスが証明された（第
9図，B）。
　3）単球：103　M．E工）．のウイルス添加では，　ウイルス
の吸着は6時開目まで詔められたが，2時間目より細胞沈
渣におけるウィルス量は減少し，且つ3時聞以後は細胞沈
1杏にウィルスが証明されない1例があった。上満において
は一般にウイルス量が多いが，特に2時聞目より時聞の経
過とともに増加して来る（第10図，A）。
　ウィルス量を10L’　M．ED．とした場合では，3時闇目まで
55～75％の吸着が認められるが，4時聞目では上清におけ
るウィルス量が増加し，これは6時間目でさらに顕著とな
る（第10図，B）。
　この際，4～5時結目で細胞沈清，上清を合せたウイルス
総量が著しく少ないことが注目された。
　2．冤疫臓器細胞に対する吸着
　添加ウィルス量を10：s　M．E．D．とした場合には，肝，腎
では細胞沈渣にウイルス量が多く，脾では細胞沈踏と上清
とは同程度のウイルス量を示し，睾丸，脳においては上清
にウイルス量が多く現われている（第11図，A）。
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第10図　牛痘免疫家兎単球に対する牛痘
　ウイルスの吸着血清加Tyrode液浮游
　A．添加ウイルス：103　M．E．D．！0．2　cc
　B．添加ウィルス；lo2　M．E．D．／02　cc
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第11図　牛痘免疫家兎臓器細胞に対する牛痘
ウイルスの吸着血清加Tyrode液浮游
A．　添加ウィルス＝103M．E．D．／0．2　cc
B．添加ウイルス：102　M．E．D．／0．2　cc
　ウィルス量を102MEJ）．とした場合には，睾丸を除いて
はウィルスの吸着が明かに認められ，いずれも細胞沈渣に
おけるウイルス量が多い。ただ睾丸においてはいずれもウ
イルスの吸i吾が弱かつた（第；11図，B）。
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　以上の実験成績から，牛痘ウィルスが血液細胞であれ臓
暴細胞であれ，かなり無撰択的に吸着されることは明かで
ある。しかしながら精細に実験成宗し［1を検討するとぎは，必
ずしも一様とはいい難く，またその意i義も個々の例によっ
てかなり異なるものがあるようである。そこで以下に少し
く考察を加えて見たい。
　1）血液細胞
　血液細胞については，緒言にも述べたように，純粋に単
離細胞浮遊液とすることが出来るため，かなり定旦的に扱
うことが出来た。著者が販り扱った材料は赤血球，リンパ
球，単球の三種の細胞であるが，その個々について検討し
てみたい。
　三種の細胞の内最も強くまたcons七an七にウィルスを結
合したのは赤」血球である。即ちmediumの如何に関せず
ウイルスを結合し，しかも1回の洗潅で殆ど遊離せず，6
及び24時間までの実験経過中の結合ウイルス量も殆ど一
定であった。またその結合力の大きいことは，臓器細胞の
ウイルス結合の実験で，血液を予め生塩水山流により除い
た場合としからざる場合の差からも知られる。ウィルスが
鶏赤⊥血球と結合して，これを凝集させることはinfiuenza
ウイルスをはじめ種々のウィルスについて知られ16），また
牛痘ウィルスについても既にこれを利用した，並エ球凝集反：
応の実際的応用面も見出されているのは周知の事実であ
る1の・17、。しかしながら，influenzaウィルス及びmumps
ウイルスのいわゆるMM群のウイルスの場合には，ウイ
ルス粒子自身の赤血球との結合により血球二二反応が生ず
ることは，Hirst18）以来の多くの研究により認められてい
るのに反して，牛痘ウイルス及びエクトロメリアウイルス
などのpoxウイルスによるゴ11球凝集反応はむしろウイルス
粒子以外の可溶性物質にその役割が帰せられているlf））　一v　L’1）。
ただしこれらHirst現象を生じ得る赤血球を供する動物
種の範囲は，各ウイルスによって異っており19），Hirst現
象と，ウイルスの感受動物細胞に対する吸着の現象とを同
一に論ずることは出来ない。牛痘ウイルスの鶏赤血球に対
する作用とは異り，少くとも著者の実験成績からは，牛痘
ウィルスは感染感受動物たる家兎の赤血球とはかなりよく
結合し，しかもinfluenzaウイルスにおけるような一定時
間後の二七の現象は認められないことが分つた。
　しかしこのように牛痘ウイルスの赤血球への結合はかな
り強いように見られるが，H．D．で処置することによりこ
の結合がかなり阻害されたことは，この結合がたとえ化学
的結合ではなく単なる物理的吸着にすぎないとしても，
infiuenzaウイルスの揚合と同様に赤血球の表面構造を占
める粘液多糖類が牛痘ウイルスと家兎赤血球との結合に意
義を有することを示すものと思われる。大久保’2L，）も日本脳
炎ウイルスのマウス赤1血球への吸着に対するHD．の影響
についての実験において同様の成績を得ていることは興昧
あることと思われる。
　リンパ球及び単球とウィルスの結合も高度であるが，こ
れ等の場合は細胞の生活状態と密接な関係を有し，trypan
blueの染色性，中性赤メチール縁による超生体染色，位
相差顕微鏡等により細胞に変性，崩壊が現れ始めると同時
にウイルスの遊離，上清への移行が顕著となるのである。
この関係は浮遊液のmediumを生塩水，　Tyrode液，1血
清加Tyrode液と変えて行ってうた場合に特に明瞭に認め
られ，細胞の坐上条件の悪い生塩水では．早期に上清のウイ
ルス量が増加したが，1血清加Tyrode液では3～4時聞ま
で結合されたままで止っていたのである。
　またリンパ球，単球の場合はウイルスの細胞内侵入，な
いしは単球の場合には細胞による貧喰の問題を考慮しなけ
ればならないが，細胞表面との結合が強固で，単なる洗諜
では遊離しないために，それを区別することが出来なかっ
た。しかし観察した範囲では，少数例ではあるがリンパ球
のウイルス添加による擬集が顕微鏡下に認められ，また一
方実験に使用した単球は貧喰能があまり著明でなかったこ
と，さらに上清，沈渣，洗藤高のウイルス量の合計が突験
前添加ウイルス量に比し著しく減少していることがなかっ
たので，本実験においては大した役割を演じておるものと
は考え難い。
　弐にウイルスと血液細胞との結合のウイルス感染におけ
る意義について考察してみたい。
　牛痘ウイルスの全身憂延に関する実験で，著者等は
viremia，特7こ軽度のそれの場合に，ウイルスは主として
血液の細胞成分とともに存在することを認めている動。こ
の際，末梢血中の赤血球及びAdm球の総数を考慮すると，
ウィルスの功1球吸着は，ほぼ一様のものであると考えられ
た。このことは著者の実験に示された血液細胞の高度のウ
ィルス結合性から考えて当然なことであろう。どの血液細
胞が主役を演ずるかは明かにすることが出来なかったが，
Yoft‘ey＆Sullivaneg）はリンパ球のウイルス運搬に重要な
意義を認めており，またSmith？「’），　Douglas＆SMith26）
は赤血球によるウイルスの運搬については否定的で，白血
球に意義を認めている。
　しかしながら著者の今回の実験成績から考察すると，勿
論in　vitroの実験をそのままin　vivoにあてはめること
は危険であるが，赤血球の結合性が高度に認められ，且つ
その結合の安定なこと，赤血球自体が他の有棲血液細胞に
比して」血液内で遙かに安定なこと，及び数的にも遙かに多
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いこと等を考慮すればviremia，特にその初期において，
ウィルスの運撚d浸樋：要な役害哲を果している⑱は赤血球
ではないかと考えられる。この推定を裏書すると考えられ
るのはherpes　simpIex　virusのウイルスによる実験で27），
流血中の赤血球の電顕像にウイルスと考えられる粒子が結
合していることを見ていることである。
　しからばこの赤血球に結合したウィルスの運命はどうで
あろうか。
　牛痘ウイルスの赤血球との結合は非常に安定でinfluen－
zaウイルスに見られるreceptorの破壊による遊離とい
うようなことが見られないことはさきに述べた。一方リン
パ球，単球の実験では，細胞の生活条件のよいほどウイル
ス結合が安定であることが見出されている。そうすると
in　vivOではもっと結合が安定なのではないかという推定
はそれほど無理とは思われない。そして一方赤thL球が生命
の長い安定な細胞であることを考慮すると，赤血球と結合
したウイルスはviremiaを長引かせるfactorとして旧
くという可能性がある。一方これに反して遊離ウイルスは
異物としてそれほど長く洗血内に止り得るとは考えられな
い。室谷・改田・本田2S）の実験によると，中等量の牛痘ウ
イルスを正常家兎に静注して4分後で既にウイルスを証明
し得なかったという。また一方赤血球は普通能仇的に血
管より組織に出ることは考えられないから，赤血球がウィ
ルスを伝達し得る臓器は脾を主体とする，RESに限定さ
れるものと考えられ，この点でviremiaとRESを結びつ
ける上に大ぎな意昧を持つ．ものと考えられる。しかしなが
ら赤血球に結合したウイルスはどこまでもその表面に存在
するに過ぎないから，血液中に抗体が出現すれば当然その
作用を受けるわけ’である。事実赤血球結合ウィルスが免疫
！血清の作用により再浮遊することが見出されているのであ
る29、。従って赤血球との結合によるviremiaの遷延も，
血中に抗体の出現する時期を越えることはないわけで，
Smith2J「）の実験では，全血の発痘試験が陰性でウイ．ルスは
“masked”の状態，即ち中和抗体の共存を予想させる時期
より血液成分の分劃を行っており，初期viremiaにおけ
る赤血L球の意義を見逃している可能性があるg
　リンパ球は」血液内では僅の寿命しか持たず，1日に全血エ
液リンパ球が2回入れ代えられると計算されてV・るfiO）。従
ってζれと結合したウイルスは，たとえその結合が強固で
あったとしても，早期に血申に遊離し，またはリンパ球と
ともに血行より排除されるわけであるが，血液リンパ球そ
のものの運命の不明な現在，これと行をともにするウイル
スの運命も全く不明というより致し方がない。
　単球については，実験方法に示すとおりこの単球はかな
りの白血球を含んでいるのであるが，細胞表面への結合の
他に三二と細胞内増殖が考慮されなければならない。特に
この場合にはltlL中抗体の作用を受けないから，血申に抗体
が出現しても，これとの共存が可能なわけで，このことは
さきに述べたSmith25）の実験でも明かに観取される。』そ
して単球はまたリンパ球とは違い，各種の炎症に早期から
関与するものであるから，viremiaの予想される動物に他
の原因による組織障碍が加えられる時，障碍局所にウイル
ス性病変が附加されるということは，恐らく単球または白
並L球によるウイルスの運搬が意義を有するものと考えられ
る。
　2）臓器細胞
　臓器別に見ると，実験に使用した肝，脾，腎，睾丸，脳
は，睾：丸を除いてかなり一・様な結合性を示し，個々の実験
に当って見られた僅な差異は主として細胞の浮遊状態の差
によると思われる。即ち脳の如く，塊状の浮遊i液しか得ら
れないものでは，ウイルス結合が不良であった。また睾丸
では終始14～40％程膨の結合が観察されたに止まるが，
これは後述の如く睾丸浮遊液中に含まれるhyalougoni－
daseのためと考えられる。
　ウイルスと各種・組織細胞のin　vitroの結合については，
マウスの肺組織がpneumonia　virus　of　mice（PVM）との
結合性が高いことが見られており5），押昧31）は家兎の脳，
肺，肝，腎について，山田，寒河江・3L））は鶏卵漿尿膜，マウ
ス，家兎，モルモットの脳，肺，肝，脾，腎及び赤ilJエ球に
対するinfiuenzaウイルスの結合について研究し，動物の
感受性，臓器の種類に関せず，いずれの組織細胞にも90％
以上に結合することを見ている。またRift　vally熱ウィ
ルスについても，寒河江33）はマウス，モルモットの脳，肺，
肝，脾，腎がいずれも100％に近いウイルスの結合を示す
ことを証明している。
　以上の諸報告及び著者の成績は，少くとも実験に使用さ
れたウイルス，即ちinfiuenza，　RVF，牛痘ウィルス等に
関する限り，in　vitroにおけるウイルスと細胞との結合性
はウィルスの組織親和性とは無関係であることを示すもの
と考えられる。
　3）細胞・ウイルろ結合とhyalouronidase
　ウイルスの赤血球への．結合b：　H．D．で阻害されることは，
日本脳炎ウイルスにつV）て知られている2L7）。牛痘ウイルス
の赤tin球への結合がHD．で阻害されることはさき’にふれ
たが，リンパ球をはじめ各種臓器細胞への結合も，いずれ
もH．D．により阻害をうけるのである。即ちas　11図で肝，
脾はそれぞれ66％，50％の結合を示したものが，H．D．添
加により33％，2％以下といずれも上清へのウイルスの移
行を示している。この際上清のM．E．D．が上昇することは，
一部は混入した正D．の発痘増強作用34）一3’；）によることも
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考えられるが，細胞沈浴における低下は明かva　H．D．によ
る細胞との結合の阻害を示していると見て聞違いではない
であろう。また睾メL組織がED．添加の有無に関せずウイ
ルス結合が低いのはもともと組織中に存在しているH．D．
の阻害作用によるものと考えられる。
　以上の事実は牛痘ウイルスの細胞との結合が，細胞の種
類に関せず一般に細胞膜の主成分と考えられているlipo－
protein中に組み込まれている，またはこれと密接に結合
している粘液多糖類を介して行われていることを示唆して
いる。またこのことはウイルスの細胞への結合が無撰択的
に起ることの説明にもなるわけである。
　牛痘ウィルスによる家兎の発痘をいわゆる拡散因子が増
強することはH．D。の発見につながる古典的事実である
が34），その作用機序：についてはH．D．が一般に結合組織中
に存在するピアルロン酸を解重合するため，組織の透過性
の高まることに重点がおかれている3T’）。しかし上記の推定
が事実であるとすれば，組織内のビアロン酸はウイルスの
組織細胞への結合，即ち細胞感染の第一歩に対するinhi－
bitorとして作用しており，　H．D．はこのinhibitorを除去
する意味に凹くということも可能で，この意昧でもH．D．
は発痘を増強し得るわけである。ただし本実験に使用した
ヒァtiニダーゼ製剤（スプラーゼ）は睾丸抽出物である故
に，これには，ヒァロン酸のみならずコンドロイチン硫酸を
も水解する酵素を含んでおり鋤，本実験成績のみを四って
ウィルスの細胞に対する結合がいかなる物質を介するもの
であるかを結論ずけることは出来ない。
　4）ウイルス細胞結合と冤疫
　一般にウイルス性記帳における免疫の成立は免疫藪物循
環血中の中和抗体の存在に帰せられている2）。また教室の
室谷9）は少くとも家兎における実験的牛痘アレルギーは
Ar七hus型の性格をもつていることを主張しているが，第
4性病のFrei反応，　mumpsアレルギー等は遅延型であ
ると主張されている。一方遅延型アレルギーの代表である
ツベルクリン・アレルギーではアレルギー個体の組織細胞
のツベルクリン感受性がその本質をなすと主張されている
のである39）t’io）。そこで著者は免疫動物の組織細胞が，もし
細胞二三性抗体を持つかまたは“umstimmen”されてお
るならば，ウイルスとの結合に変化を来すであろうとの作
業仮説の下に実験を行ったのであるが，実験成績の示す通
りに，正常動物の組織細胞との開に何等の差を認めること
が出来なかった。
　この実験で興昧のあったのは，予め生塩水で灌流された
免疫蹴物の各種組織細胞の洗液中の中和抗体である。即ち
実験はすべて各種臓器細胞をTyrode液で遠心洗濫した
後に行われたが，その第1洗源液の中和抗体は，脳を除い
てはかなり高いもので，・3回の洗糠ではじめて除くことが
出来たのである。このこ．とは或は組織免疫説に対する一つ
の反証を提供するものではないがと考えられる。
　脳組織においては全く抗体を証明出来なかったが，これ
は既にPerdrauL“）がpoliomyelitisについて指摘してい
る事実で，血液，脳の抗体に対するbarrierの存在を示
すものであろう。
　以上著者の成績にみられた牛痘ウイルスの家兎組織細胞
に対するin　vitroの結合が無撰択的に行われることにつ
いて考察を加えたが，要するにウイルスと細胞との結合は
恐らく細胞膜に存在する粘液多糖類を介して非特異的に行
われるものと考えられる。従って，少くとも牛痘ウイルス
に関する限り，細胞とウイルスの結合ということはウイル
スの親和性に無関係であり，これはウイルス宿主細胞相互
作用の他の相に関連を求むべきものであることが結論され
た。
結 論
　牛痘ウイルスの家兎血液細胞及び臓器細胞に対する吸着
の実験的研究を試みて，yy〈の如き結論を得た。
　1）赤血球の牛痘ウイルスの吸着はmediumの如何に
関せず殆ど同様な吸着を示した。吸着には赤血球数とウイ
ルス濃度の聞に一定の量的関係が考えられる。．この吸着は
かな：り輩固で，時問的経過及び洗灘操作による溶離現象は
認められなかった。
　2）リンパ球のウイルス吸着はmediumの種類により
強く影響せられる。吸着現象は細胞の生存条件の悪い生塩
水では殆ど認め難く，Tyrode液及び血清加Tyrode液で
は著咀である。また強力な浮遊液作製処置による細胞の人
工的破壊も吸着を低下せしめる。即ちリンパ球の吸藩及び
遊離は細胞の変性崩壊との間に密接な関係が認められた。
またウイルスの吸着は赤血球における如く細胞数とウイル
ス量の問には量的関係が考えられる。
　3）単球のウイルス吸着はリンパ球と同様iな生塩水申で
は悪く，Tyrode言及び舶1清加Tyrode液中では良好であ
る。この理由はリンパ球と同様，ウイルスの吸着及び隔離
は細胞の変性と関係するものと考えられる。
　4）各種臓器細胞の遊離後，浮游液を作り，牛痘ウィル
スを吸着せしめると，一様に吸着現象が見られるが肝，脾
及び腎は脳及び睾：丸に比較して良好であった。この理由に
は後者では単一な浮游液を作り難いことがあげられ，殊に
睾丸はH．D．を含むため，吸着は最も弱いと考えられる。
また前述の遊離細胞と同様，吸着には細胞数とウイルス量
の間に量的関係を認めた。
　5）hyalouronidaseは血液細胞及び臓器細胞に対する
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牛痘ウイルスの吸着を明かに抑制せしめる。
　6）免疫動物の血液及び臓器細胞の吸着は，細胞に附藩
せる抗体を洗い去ることにより，吸着現象は正常と殆ど同
様な結果を得た。
　7）以上の実験成績を綜合すると，試験管内における細
胞とウイルスの結合はウイルスの親和性と無関係で，無撰
択的に行われる。しかもその結合は細胞の変性と関係し，
．且つ細胞膜に存する粘液多繕類を介して非特異的に行われ
ると考えられる。また血液遊離細胞に対する結合はウイル
スの体内蔓延に重要な意味があるものと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．11．30受付）
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